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１．はじめに
・ツマジロクサヨトウの加害の推移
・暖地の飼料⽤トウモロコシの作型

２．薬剤防除技術の開発

• 登録農薬の圃場での防除効果

• 飼料⽤トウモロコシ夏播きにおける薬剤防除技術

紹介する成果
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ツマジロクサヨトウ（FAW）とは
 中南⽶原産のヤガ科の害⾍。2016年以降、国際的

に急速に分布を拡⼤。⽇本には2019年に侵⼊
 広⾷性で多くの植物を加害するが、特にトウモロ

コシを好んで加害する。主に夏季に作付けする飼
料⽤トウモロコシで被害が報告されています

 被害の状況や、殺⾍剤の防除効果および防除のポ
イントを紹介します

はじめに

FAWに加害されたトウモロコシ

ツマジロクサヨトウ（FAW）
英名：Fall Armyworm

雌穂への侵⼊
（絹⽷抽出期）
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 成⾍
雌の成⾍寿命が15−21⽇、産卵前期間は3−4⽇、⽣涯産卵数は平均
1500個、最⼤で2000個
 卵
卵期間は2−3⽇（夏期）、100−200個の卵塊で葉の裏などに産み付け
られる
 幼⾍
通常は6齢を経て蛹化し、幼⾍は14⽇（夏期）から30⽇以上（寒冷期）
で、発育限界温度は10.9℃と報告されている
 蛹
蛹の期間は8−9⽇（夏期）から20ー30⽇（寒冷期）で、発育限界温度は
14.6℃と報告されている

FAWのライフサイクル

ツマジロクサヨトウ防除飼料⽣産マニュアル改訂2版より引⽤
https://www.miyazaki-u.ac.jp/ags/news/2021/03/post-18.html

はじめに



FAWによる加害の推移

成⾍によりトウモロコシに卵が産みつけられます

FAWによる加害の推移（若齢幼⾍の例）

ふ化した幼⾍は葉の表⾯を削り
取るように加害します



FAWによる加害の推移（⽼齢幼⾍の例）

幼⾍は植物体の芯の部分に潜り、抽出中の葉や雄穂を加害します

正常な雄穂

FAWによる加害の推移（雌穂への加害）

雄穂抽出後は雌穂に移動し、
加害します
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作型 3⽉ 4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉

春播き

晩播

夏播き

⼆期作

暖地の飼料⽤トウモロコシの作型

• 暖地でのトウモロコシの作型は４つに分けられます
• 播種時期により気象条件や発⽣する病⾍害が異なり、利⽤する品種や栽培

上の注意点も異なります
• このうちFAWによる被害が発⽣しやす作型が夏播きおよび⼆期作の2作⽬

になります

→ 次に、被害状況と収量への影響を調査します

播種 収穫

FAWによる被害の進展状況と収量への影響

→ 次に葉の被害程度の分け⽅を説明します

 FAWの被害の進展状況と収量への影響を調査しました
播種⽇と収量調査⽇：2020年7⽉30⽇と11⽉10⽇
試験区：無防除区、試験的に継続して薬剤防除を⾏う防除区
調査⽅法：1週間おきに完全展開直後の葉の被害程度を記録し、被害
⽐率を算出。収穫期に坪刈り調査を実施し、乾物収量を算出

防除区（夏播き）無防除区（夏播き）



葉の被害程度の分類（０ー４の５段階）

０：被害なし →

１：ピンホールや
かすれあり →

２：全⻑の1割以上
3割未満に加害 →

３：全⻑の3割以
上に加害 →

４:この後枯死 →

ただし、この時はアワノメイガの被害

無防除区では加害程度が⼤きい。加害の主体はFAWであった
無防除区
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加藤ら（2022）⽇本草地学会誌68:125‐129より改変引⽤
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夏播きの収量調査時の状況

収穫調査時の状況。無防除区は草丈が低い傾向にある
継続防除区無防除区

・絹⽷抽出期に無防除区
の雌穂を調査。約4割に⾷
害痕がみられた
・絹⽷抽出期も加害の主
体はFAWであった。

夏播きの雌穂の状況

継続防除区

雌穂に侵入するFAW（絹糸抽出期）

収量調査時の雌穂

無防除区



夏播きにおける部位別の乾物収量

無防除区の雌穂乾物収量は21％、全乾物収量は17％低下する
→ 積極的に防除し、減収を防ぐことが望ましい

次に農薬による防除について紹介します
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加藤ら（2022）⽇本草地学会誌68:125‐129より改変引⽤
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＜⽅法＞
薬剤処理：下表の薬剤を処理
調査⽅法：薬剤散布前後のFAW（中⽼齢）の頭数を基に補正密度指数※を算出

トウモロコシの被害度を調査
調査時期：薬剤処理前⽇、3⽇後、6⽇後

登録農薬の防除効果の調査
＜⽬的＞
飼料⽤トウモロコシの夏播きを対象に、登録農薬を⽤いて圃場での散布試験
を⾏ない、防除効果を調査する

4葉期に薬剤処理を実施

薬剤処理 成分名 希釈倍率
無防除 なし
BT剤A クルスターキ系 500倍

BT剤B
アイザワイ系および
クルスターキ系の

ハイブリッド
500倍

カルタップ カルタップ塩酸塩 1000倍

※補正密度指数＝（処理区の散布後密度/散布前密度）/（無防除区の散布後密度/散布前密度）×100
補正密度指数による効果判定は以下の通り A:効果は⾼い（10以下）、B:効果はある（10-30）、C:効果は認め
られるがその程度はやや低い（30-50）、D:効果は低い（50以上）
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結果：FAW頭数の推移と補正密度指数

薬剤処理 3⽇後 6⽇後
BT剤A A B
BT剤B B C
カルタップ B B

補正密度指数

 散布前⽇はBT剤A区、カルタップ区のFAWの頭数がやや多かったが、散布3
⽇後以降は無防除区のFAWの頭数が最も多くなった

 補正密度指数による判定では、3⽇後、6⽇後ともに全ての薬剤で防除効果
が認められた

 ただし、幼⾍の⼀部は薬剤散布後も⽣存する

→ 次に植物体の被害度を検討します
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補正密度指数＝（処理区の散布後密度/散布前密度）×
（無防除区の散布前密度/散布後密度）×100
※補正密度指数による効果判定 A:効果は⾼い（10以下）、
B:効果はある（10-30）、C:効果は認められるがその程度
はやや低い（30-50）、D:効果は低い（50以上）

17

⽅法：植物体の被害程度の分類

①：加害無し

②：下葉のみ加害跡あり

③：抽出中の葉に顕著な加害跡がある

被害度の分類
 夏季はトウモロコシの⽣育が早く、

１週間で２葉ほど展開する
 防除効果が認められれば、幼⾍の摂

⾷が停⽌し、抽出中の葉の被害は少
なくなると考えられる

 そこで、被害の有無および、被害が
ある場合には抽出中の葉に被害が有
るかを調査し、3段階に分類
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結果：植物体の被害割合（散布前⽇と6⽇後）
被

害
割

合

薬剤散布前⽇

 散布前⽇は処理間の被害割合に⼤差なし
 散布6⽇後では全ての薬剤で「抽出中の葉に加害」の割合が減少した
 補正密度指数、被害割合ともに登録農薬の効果が認められた
 天敵に配慮する場合にはBT剤を利⽤し、コストを優先する場合には化学農薬

のカルタップ剤の利⽤が望ましい
→ 次に被害の軽減に向け、効果的な防除時期や散布回数を検討します

薬剤散布6⽇後
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3-4葉期頃から加害が始まり、8-11葉期に⼤きな被害が出ている。⼀⽅で、
⽣育後半になると被害割合は減少してくる
→ ⽣育の前半に重点的に防除すれば、8-11葉期の被害が軽減され、収量へ
の影響も少なくなるのでは？
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○印は薬剤散布時期。
※被害を完全に防ぐ場合の試験区として、栽培期間中に定期的に農薬を散布した区

農薬の散布時期と収量への影響

処理
（薬剤散布回数）

播種後週数
3週⽬ 4‐5週⽬ ⽣育中期

（節間伸⻑期）
絹⽷抽出期

無防除
防除1回 〇
防除2回 〇 〇
定期的防除区※

 供試品種 P3577 播種時期 8⽉上旬 収穫時期 11⽉中下旬
 薬剤処理 主たる薬剤にカルタップを⽤い、下表の設定で試験実施
 調査⽅法 農薬を定期的に散布した防除区の収量と⽐べ、どの程度減

収したのかを⽐較する

⽣育前半に重点を置いた防除の効果を調査します

→ 以上の調査を2年間実施しました
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農薬の散布時期と収量への影響

2年間の結果から、⽣育の前半に1〜2回防除すれば、乾物収量への
影響はかなり軽減される
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減収に伴う損失と薬剤防除コストの関係

減収に伴う被害額と薬剤防除コストの関係

 減少した収量に対して、同等の栄
養価を持つ輸⼊乾牧草を購⼊する
場合の必要額を被害額とした

 ⾚線は殺⾍剤散布1回にかかる費⽤、
⻘線は2回散布に必要な費⽤を⽰す

 4％以上減収する場合には薬剤防除
を⾏った⽅が損失は少ない

 8％以上減収する場合には薬剤防除
を2回⾏った⽅が損失は少ない

→ ⽣育前半に発⽣が⾒られた段階で
防除を実施する

1）⻘刈りとうもろこしの⽣草収量4400 kg/10a※1、乾物率27.1% ※2 、TDN含有率70.5％※2とする
（※1：農⽔省 R4年作物統計、飼料料作物の収穫量、九州各県の平均値、※：2⽇本標準飼料成分表（2009）より引⽤）
2）輸⼊乾牧草のTDN1 kgあたりの価格を120円とする（農⽔省（2023）令和5年10⽉「飼料をめぐる情勢」より）
3）1回あたりの薬剤散布費⽤を4000 円/10aとする（薬剤代は1500円（カルタップ剤利⽤、1000倍液を200 
L/10a散布）、散布費⽤は2500 円/10aとする）

4％以上減収する
場合には薬剤防除
を⾏った⽅が損失
は少ない

農薬を利⽤したFAWの防除の概要
トウモロコシ夏播きを対象としたFAW防除の概要

＜出芽〜⽣育初期＞
出芽から5葉期頃まで。
播種後2週⽬から加害の
有無の確認を開始する

＜⽣育前期＞
5〜10葉期頃まで。夏期で
は播種後3〜5週間程度。週
に1回圃場を観察し、⾷害
がある場合には防除を⾏う

＜⽣育中期＞
（節間伸⻑期）

＜絹⽷抽出期以降＞

植物体が⼤きく育っており、この時期に加害さ
れても、⽣育初期、⽣育前期と⽐べて被害は少
ないと考えられる

要防除期間。減収を避けるためには防除が望ましい



 幼⾍は芯の部分に潜って加害するため、上部から芯に届くように⼗分な薬液量で
農薬を散布します

 葉に⼤きな⾷害跡を残すのはFAW幼⾍が⼤きくなってからです。葉の被害を⾒
てから幼⾍を探しても⾒つからないこともあります

 ⽼齢幼⾍には薬剤が効きにくくなるため、早期に被害を発⾒し、防除しましょう
 ⻘刈り⽤とうもろこしへの農薬の使⽤にあたっては「飼料⽤とうもろこし」ある

いは「飼料⽤とうもろこし(⻘刈り)」に登録のある薬剤を利⽤し、ラベルに記載
された使⽤⽅法を順守して下さい

 農薬は登録内容の変更や、改廃が⾏われることがあるため、使⽤にあたってはそ
の時点で使⽤可能なものを確認して下さい

農薬を利⽤した防除について


